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幹線鉄道
ハブシステム構築政策の効果　
- Rail 2000 プロジェクトで便利になったか -



 

１．はじめに
　（１）Rail 2000プロジェクト

2

・幹線鉄道改良計画（1987年～）
・拠点間を30分 or 60分の倍数以内
　で結ぶ→乗り継ぎ改善
・ 終日30分間隔の都市間列車運行
・線路改良（高速新線建設）
・高性能車両の投入



 

１．はじめに
　（２）本研究の目的
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・1987年　→　2005年

・移動に関する時間の変化
　　滞 在 可 能 時 間（朝夕の利便性）

　　期 待 所 要 時 間（総合的な利便性）

　　実最短所要時間（最も便利な場合）

　　仮想最速所要時間（可能性値）

　　実運行時損失時間（待ち時間等のロス）



 

２．分析で用いる指標と分析条件
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～分析条件～
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～分析条件～
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３．滞在可能時間の分析
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滞 在 可 能 時 間

8

6時 12時 18時 24時

Gen ve Luzern Gen veLuzern

Olten Olten Bern

滞在可能時間　10 時間 52 分　

9 15 21

(例) 2005 年夏, Gen ve から Luzern を訪れる場合

Gen ve (6:13) --> Olten (8:20 / 8:32) --> Luzern (9:13)
Luzern(20:05)-->Olten(20:52/20:58)-->Bern(21:28/21:34)-->Gen ve(23:19) 

図１ 滞在可能時間の考え方

滞在可能時間：朝夕の利便性を反映



 

滞 在 可 能 時 間

9

改善･現状維持
72%

＆

悪　化
28%

0

120

240

360

480

0 120 240 360 480

図４　滞在可能時間の変化(片道の所要時間に換算)

2005年

1987年

60分増

60分減

同じ

[ 分 ]

[ 分 ]
(1080)

(1080)

(840)

(840)

(600)

(600)

(360)

(360)

図の各軸は、下の式で片道あた
りの所要時間Ｔに換算したもの
　Ｔ＝(1080-Ｓ)/２
Ｓ(分)：滞在可能時間
1080(分)：朝6時~深夜12時
各軸の( )内は滞在可能時間

120分減



 

４．実最短所要時間と
　　期待所要時間の分析
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期待
所要時間

期待所要時間  と  実最短所要時間
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所要時間
の最短値

期待所要時間：１日を通じてのダイヤ設定･速度などを総合的に反映
実最短所要時間：実際に最も早い便の利便性を反映



 

期 待 所 要 時 間

12

改善･現状維持
87%
＆
悪　化
13%
↓

実質的に
便利になった

昼間時は
もっと
顕著

0

120

240

360

480

0 120 240 360 480

図５　期待所要時間の変化(6~21時出発)

2005年

1987年

60分増

60分減

120分減

同じ

[ 分 ]

[ 分 ]

改良中の
路線など



 

実 最 短 所 要 時 間
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改善･現状維持
72%

＆

悪　化
28%

0

120

240

360

480

0 120 240 360 480

図７　実最短所要時間の変化(6~21時出発)

2005年

1987年

60分増

60分減

120分減

同じ

[ 分 ]

[ 分 ]



 

実 最 短 所 要 時 間

14

変化量が
比較的
小さい
↓
特定の
乗り継ぎが
便利になった
わけではない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

-60 ~ -45

-45 ~ -30

-30 ~ -15

-15 ~ 0

0 ~ 15

15 ~ 30

30 ~ 45

45 ~ 60

60 ~ 75

75 ~ 90

90 ~ 105

105 ~ 120

実最短所要時間

仮想最速所要時間

減少量(分)

図８　実最短所要時間と
　　　　　仮想最速所要時間の減少量の分布

全ODペア数に対する比率



 

５．仮想最速所要時間と
　　実運行時損失時間の分析
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仮想最速所要時間 と 実運行時損失時間

16

5時 発
2:30

6時 発
1:30

間に合わず

5時半 発
2:00

間に合わず



仮想最速所要時間 と 実運行時損失時間
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5時 発
2:30

6時 発
1:30

間に合わず

5時半 発
2:00

間に合わず

仮想最速所要時間

もし、乗り継げたら・・・



仮想最速所要時間

もし、乗り継げたら・・・

仮想最速所要時間 と 実運行時損失時間
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期待所要時間実質的な所要時間

走行時間の理論最短値

実運行時損失時間
乗り継ぎ
待ち時間
迂回 etc...



 

仮 想 最 速 所 要 時 間

19

大きな
変化無し
↓

列車そのものが
大幅に
速くなった
わけではない

0

120

240

360

480

0 120 240 360 480

図９　仮想最速所要時間の変化

2005年

1987年

60分増

60分減

120分減

同じ

[ 分 ]

[ 分 ]



-90

-60

-30

0

30

60

90

120

-90 -60 -30 0 30 60 90 120

仮想最速所要時間の減少量(分)

実運行時損失時間の減少量(分)

60分増

30分増

変化無し

30分減
60分減

期待所要時間
90分減

図10 期待所要時間の変化量('87→'05)の構成

乗継ぎ改善

乗継ぎ悪化

速度向上

速度低下
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56.4%
乗継ぎ改善＋速度向上

＆

乗継ぎ悪化＋速度低下
3.7%

56.4%

3.7%



-90

-60

-30

0

30

60

90

120

-90 -60 -30 0 30 60 90 120

仮想最速所要時間の減少量(分)

実運行時損失時間の減少量(分)

60分増

30分増

変化無し

30分減
60分減

期待所要時間
90分減

図10 期待所要時間の変化量('87→'05)の構成

乗継ぎ改善

乗継ぎ悪化

速度向上

速度低下
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速度向上
（＋乗継ぎ悪化）

↓
期待所要時間の
増減 ほぼ半々

総合的に
利便性向上

総合的に
利便性悪化

ほぼ半々



-90

-60

-30

0

30

60

90

120

-90 -60 -30 0 30 60 90 120

仮想最速所要時間の減少量(分)

実運行時損失時間の減少量(分)

60分増

30分増

変化無し

30分減
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図10 期待所要時間の変化量('87→'05)の構成
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• Rail2000：

• 期待所要時間（一日を通しての利便性）
• 改善に明確な影響
• 特に昼間時の規則的ダイヤ時に顕著

• 滞在可能時間（朝夕の利便性）
• 改善の傾向

• 実最短所要時間（特定の乗継ぎパターン）
• 改善の傾向
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• 期待所要時間＝仮想最速所要時間＋実運行時損失時間

• 両者同時に改善された区間多い

• 実運行時損失時間の改善だけ
• 大部分が期待所要時間が改善された

• 仮想最速所要時間の改善だけ
• 期待所要時間が改善されたのは半数
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